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概要  

図番館情報大学附属図書館では本年2月よりディジタル図番館システムによるサービスを開始  

した。本システムの目的は大きく分けて次の4項目からなる。  

・図書館情報学分野を中心とするネットワーク上の情報資源に関するメタデータの苗穂と授供  

・1次資料の電子的な提供  

・ネットワーク情報資源と図書や雑誌等従来型の情報資源のための閲覧と利用，さらに情報発   

信のための総合的な環境  

・多様な形態の情報資料の電子化のための環境，たとえば印刷物やビデオ資料のディジタル化，   

マルチメディア資料の編集  

本稿では，本システムの背景と目的，システム構成の概要を中心として図番館情報大学ディジ  

タル図書館システムを紹介する。なお，本システムはhttp：／／1ib．ulis．ac．jp／でアクセスすること  

ができる。  
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Service（ULIS－DL）inFebruary1999．ULIS－DLincludesthe払1lowing払urmajorfunCtions，  

－ tO build and provide a collection ofmetadata ofnetwork resources丘）rlibraries and   

libraryandinformationscience，  

－ tOPrOVideacollectionofdigitalmaterials，  

－ tO PrOVide a user environmentinthe reading room of the ULISlibrary to access   

networkedresourcesandtopublishnewinfbrmation王brusers，and   

toprovideasetofequipmentsandsoftwaretomakedigitalmaterials，ie・，digitizationof   

printedmaterialsandanaloguematerials，editingmultimediadocuments・  

ThispaperdescribesthebackgroundandaimoftheULIS－DLandshowtheoutlineofthe  

DLsystem．ULIS－DIJisaccessibleat“http：／／1ib．ulis．ac．jpr’．  

keywor由  

DigitalLibrary；UniversityLibrary，UniversityofLibraryandIn董brmationScience，Dublin  

CoreMetadataElementSet，SubjectGateway，  

1．はじめに   

ディジタル図書館（電子国賓館）の重要性が広く認められ世界各国の様々な図書館で様々な  

取り組みが進められている。我が国の国立大学図書館においても奈良先端科学技術大学院大学  

の電「図審館を皮切りに，京都大学，筑波大学，束京工業大学，神戸大学，および図審館情報  

大学で電子図書館の予算が認められ，それぞれの大学図書館で特色あるシステムの構築とサー  

ビスの提供が進められている。   

大学図書館におけるディジタル図書館は，大学内の利用者に対してネットワークを利用して  

より良いサービスを提供することを目的としていることは言うまでもないが，大学外の利用者  

に対しても距経とは無関係により良いサービスを提供すること，図番館間サービスをより良く  

することも重要な目的である。  

1999年2月より運用を開始した図書館情報大学のディジタル図書館システム（ULIS－DLと  

記す）は，図書館情報学や図書館に関連する情報資源を収集，蓄積すると共に，こうした資源  

に関する情報（メタデータ）を学内外の利用者に提供することを中心として，次のようなサー  

ビスをj是供することをめざしている。  

・図書館や図書館情報学分野を中心とするネットワーク上の情報資源に関するメタデータを蓄   

積，撲供することで，当該分野の情報資源を見つけ出すための入り口（サブジェクトゲート   

ウェイ）を実現すること。  

・図書館情報学分野を中心として1次寮料の電子的に提供することし  

・ネットワーク情報資源と，図書や雑誌等の従来型の情報資源を利用するための閲覧環境と，  
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利用者が新たに情報を創造し発信するための総合的な環境を提供すること。  

・印刷物やビデオ資料等，多様な形態の情報資料の電子化を行うための環境を提供すること。  

以下，本稿では本システムの設計の背景と目的を述べた後，システムの構成とサービスについ  

て述べる。  

2．背景および目的   

現在，大学図書館ではWWWを介して様々な情報の提供が行われている。そこでは，図番館  

のサービスの案内や学内外のいろいろな情報資源へのリンクなどを見つけることができる。ま  

た，最近ではOPACをWWWから利用できる図書館も珍しくなくなってきた。さらに，いろ  

いろな情報資源をネットワークを介して提供するディジタル図昏館のサービスの提供が進めら  

れている。大学図書館など学術情報を中心とする図啓館におけるディジタル図番館のサービス  

は下の3通りに分輯することができる。  

（1）資料を自らディジタル化して提供するもの：自館によるディジタルコレクションの蓄積   

歴史的資料，貴重資料を中心とする（比較的）著作権に関する問題の少ない資料を園番館自  

身がディジタル化し，蓄積，捷供するもの。多くの場合，学内外を問わず資料にアクセスする  

ことができる。また，ディジタル化には費用がかかるため，ディジタル化する資料の選定，デ  

ィジタル化した資料の提供方法など図奮館外の専門家の協力が必要とされる。  

（2）ディジタル化された賓料を利用するための許諾を得て，あるいはライセンスを購入して掟  

供するもの：ディジタル化されて出版された資料の提供   

雑誌やデータベースの場合に多く見られるもので，もともとディジタルデータとして提供さ  

れるもの，図書館自身がディジタル化するものがある。一般に，利用者■，あるいはアクセス場  

所は学内（あるいは許諾を得た範囲内）に限られる。  

（3）資料のメタデータ（索引，抄録，目録，リンク集など）を作って情報資源へのナビゲーシ  

ョン機能を提供するもの：ゲートウェイ機能の提供   

（特定分野の）情報資源に関する索引，抄録や目録などを作り，利用者の情報資源へのアク  

セスを支援するもの。このほか，WWW上のページなど従来のOPACでは扱いづらい資源に関  

する目録を提供するもの。   

次に，「図書館情報大学におけるディジタル図書館」の観点から上記の機能を考察してみる。  

図書館情報大学は，小規模な単科大学であるため，学内の教官数，学生数が限られている。ま  

た，図書館情報学，情報学，情報科学など，本学の専門分野ないしはその周辺分野にはある程  

度の学内利用者は見込めるが，全般的に特定分野に限ってみた場合の学内利用者数は少ない。  

そのため，専門分野の情報資源を中心的に扱うと共に，学内のみならず広く学外の利用者にも  

利用できるシステムとすることが求められる。このほか，図審館情報大学におけるディジタル  

図書館に与えられる要求として  
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・図書館員のリカレント教育など生涯教育にも利用される。  

・ディジタル図書館の構築に際しても図書館情報学の専門大学としての特色を出す必要がある。  

といった点を考慮する必要がある。こうした要求に加えて，図書館内の閲覧室に適切なネット  

ワーク利用環境を準備し，従来の図書館資料に加えてネットワーク上の情報資源も利用できる  

利用者環境（いわば閲覧机）を用意する必要がある。   

そこで，上記の点に関しては以下のように考えることにした。  

（1）自給によるディジタルコレクションの蓄桔と提供   

図書館情報学関連の資料や本学での講義等に用いる資料，講演記録などで，著作権の問題の  

無い物，あるいは了解の得られるものをディジタル化する。また，本学の所蔵物に限らず，学  

外の組織等と協力してディジタル化することが必要と考える。  

（2）ディジタル化されて出版された資料の提供   

電子ジャー ナルやデータベースなど電子的に出版されネットワーク利用の可能なものは選択  

的に導入する。  

（3）ゲートウェイ機能の提供   

図吾館情報学，あるいは図書館に関連するネットワ←ク上の情報資源に関するメタデータを  

作成，蓄積して提供する。すなわち，図昏館情報学分野に関するサブジェクトゲートウェイ機  

能を提供する。   

先に述べた本学の特徴を考慮すると，●学内の利用者数が少ないこと，学内の所蔵資料が限ら  

れることなどのために（1）と（2）を中心とすることにはあまり多くを望めない。一方，（3）のゲー  

トウェイ機能を中心とすることで学内のみならず，広く学外の利用者にも有用な情報資源を提  

供できると考えられる。別の観点からは，ゲートウェイ機能は情報嚢源へのアクセス性をよく  

するという図番館情報学における中心的課題でもある。一方，分野を限らずにメタデータを蓄  

積することには人的資源に問題がある。こうした点からULIS DLでは本学の専門分野である  

図書館情報学，あるいは図書館関連の情報資源に関するメタデータを中心として蓄積すること  

にした。したがって，図書館情報学および図書館分野のサブジェクトゲートウェイを中心的な  

機能とすることにした。   

海外を見るとイギリス，オーストラリア，北欧諸国などを中心にメタデータを提供すること  

が進められている。WWWが一般化する以前から図書館関連の情報を提供してきたBUBL［2】  

はいろいろな分野のネットワーク情報資源のメタデータを提供している。OCLCが進める  

CORC［3】は図書館との協力でネットワーク情報資源に関する日録をMARCやDublin Coreに  

基づいて作ろうとしている。社会科学分野の情報資源へのアクセスを進めるSOSIG［4】や芸術・  

人文学分野のAHDS［5】など分野を限定して情報を提供するものがいろいろある【6】。  

3．システムの概要  

本節ではシステム構成の概要を示す。ここで示したものは本システムの運用開始時点で掟供  
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されたものであり，ソフトウェア，特にエーザインタフエースに関するものは今後も要求に合  

わせて変更していくことになる。  

3．1システム構成要素   

本システムは結果的に「ディジタル図番鮨システム」と「ディジタルメディア統合システム」  

の二つの部分に分けて導入することとなった、前者はディジタル図書館の全般的な機能を実現  

するもので，大きく分けて次の3つの部分からなる  

（1）サーバ：データの収集，蓄積，提供。新しいディジタル図書館機能の研究開発のための環  

境の提供｛つ  

（2）閲覧室用のクライアントマシン：図啓館に設置する利用者および図番館員用の利用環境の   

提供c，（OpenDeskTbpと呼ばれる。）  

（3）資料の入力絹集用装置群：種々の形態の資料をディジタル化するために用いる。  

後者はディジタルビデオ編集システム，ネットワーク上でのビデオデータの配信システムなど  

からなる。これはビデオデータの編集・蓄積機能を中心にしたものであり，本稿では上記（3）に  

含めて述べることにする。また，これらの装置はキャンパスネットワークに接続されている。   

サーバが提供する主な機能には下記のものがある。  

（1）WWW文番の収集：図番館や図番館情報学関連の情報資源，たとえば種々の図番館や図審   

館情報学関連の学部・学科等を中心に定期的にWWWページを自動収集する。  

（2）メタデータ編集支援：収集したページから自動的に抽出可能なメタデータを摘出し，それ   

をメタデータ作成者に渡す。メタデータ作成者は，自動抽出メタデータと原文を見ながら  

メタデ←タ編集ツールを利用してメタデータを作成するく。  

（3）メタデータデータベース構築：メタデータ作成者の作成したメタデータはSGML形式のテ   

キストとしてデータベースに格納し，検索利用する。  

（4）1次資料の蓄積：種々の1次資料，たとえばHTMLテキスト，イメージデータ，マルチメ   

ディアデータをデータベースに登録し，提供する。  

（5）検索・閲覧：メタデータ，テキストデータほ全文検索の対象とし，それ以外のヂ…タはメ  

タデータを作成して検索可能にし，閲覧できるようにする。  

以下の節では，ハードウェア，ソフトウェアの要素を説明する。  

3．2ハードウェアの構成   

主な装置を下に列挙する。  

（1）デイジタ）L／図書館サーバ（UNIX，SUNEnterprise3500，6CPU，主記憶4GB，RAID  

500GB）：検索やデータベース構築などに用いる主サーバ  

（2）データ収集サーバ（UNIX，SUNEnterprise450，2CPU，主記憶512MB）：主として  

WWWからのデータ収集に用いるサーバ  

（3）研究開発サーバ（UNIX，SUNEnterprise450，2CPU，主記憶512MB）：新しいソフ  
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トウェア開発用のサーバ  

（4）OpenDeskTbpクライアント（Window＄NT4．0）：全30台  

（5）OpenDeskTbp管理用サーバ（WindowsNT4．0）  
1  

（6）1次資料入力編集ステーション（WindowsNT4．0）：全5台  

（7）ディジタルビデオ編集装置：ノンリニア編集装置  

（8）ビデオサーバおよび編集ツール：MPEG2および4対応のサーバ各1台  

（9）種々の周辺装置：入力編集ステーションなどに接続する種々の人力装置（イメージスキャ  

ナ，フェースアップスキャナ，ビデオカメラ等），出力装置（大型ディスプレイ，プリンタ等）  

各サーバは既存のキャンパスLANのバックボーン（100bmps）に接続されており，クライア  

ントは100mbpsまたは10mbpsのLANに接続されている。  

乱3 ソフトウェアおよぴサービス   

ソフトウェアの構成はメタデータ系と1次資料系に分けることができ，またそれぞれはデー  

タ作成・管理系と検索系に大きく分けることができる。ここではメタデータ系を中心に述べる。  

また，本稿の執筆時点において近い将来のソフトウェアの修正が予定されており，ソフトウェ  

ア構成及びサービスに関する詳しい説明は別の機会に譲りたい。   

はじめに，本システムにおけるメタデ仙夕はDublin Core（verl．0）［l］を基礎としており，  

DublinCoreの15要素に加えて出版国と文字コードを要素として加えている。メタデータレコ  

ード中にはレコードの識別子（メタデータID）も含められている。また，各要素には「読み」を表  

すサブエレメントが加えられているウ ニのメタデータエレメントセットをUC メタデータと呼  

んでいるユ 本システムではWWW上の惰糾資源の他，本システムが持つ1次資料，本学所蔵の  

一部の雑誌記事等のメタデータを作成して提供する。また，本学のOPACデータも本システム  

から検索できるようになっている。  

3．3．1メタデータ関連ソフトウェア  

（1）メタデータ作成系   

メタデータ作成ほWWW上で収集した文書，特定の雑誌記事，ならびに本システム上で1次  

資料として作成した資料に関して作成する。ここではWWW文書のためのメタデータの作成過  

程は下記に示す。  

1．WWW文書を文書収集ソフトウェアによって収集する。収集対象文書はあらかじめ用意した   

リスト（注）に含まれるURLからたどれ，かつそのURLと同一のドメインに含まれる文書で   

ある。ただし，イメージデー タ等，非テキストデータは除外する。（注：現時点ではこのリ   

ストには約3700偶のURLが含まれているe）  

2．収集した文書からタイトルや文字コードなどの情報を自動的に抽出し，文書毎の自動抽出メ   

タデータ（メタファイルと呼ぶ）を作成する。  

3．カタログ作成者はメタファイルを参考に，収集した文書のメタデータを作成する。この際に  
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メタデータ編集ツールを利用する。作成したメタデータはSGMLの形式で格納される。図  

1にメタデータ編集ツールのエーザインタフエースならびに作成されたメタデータの例を示   

す。  

4．上で作成されたメタデータを管理者が検査した後，データベースに登録する。  

（2）メタデータ管理系   

WWW文書は内界が修正されたり，削除されたりということが碩繁に起きる√、そのため，メ  

タデータを登録した後，メタデータの記述対象文書に変更が解いかどうかを，文書収集ソフト  

ウェアを利用して定期的にチェックする。修正されたことがわかった文書については，当該メ  

タデータが要修正であることを記録し，メタデータの修正に利用する。  

（3）メタデータ検索系   

図2，3，4に現時点でのメタデータの検索インタフェースを示す。簡易検索インタフェース  

では全てのエレメントを対象として検索を行い，詳細検索インタフェースではエレメントを指  

定した検索ができる。また，本学のOPACや他のデータベースを含めた横断検索も可能である。  

3．3．21次資料聞達ソフトウェア  

（1）1次資料の登録  

1次資料は資料の形態に応じた編集ツールを利用して作成し，さらにそのメタデータを作成  

登録する。1次資料の形態は大まかに次のように分けている。  

・テキスト   

HTML，SGML等によってマークアップされたテキスト  

ワープロ文書  

プレインテキスト  

・静止画イメージデータ  

・ビデオデータ  

・音声データ  

1次資料の集まりを扱うために，資料の物理的な種頒等に応じて作る要素データベースと，論  

理的に資料を組み合わせて構成するコレクションの2通F）の方法を用意している。  

（2）1次資料へのアクセス  

1次資料へのアクセスは全文検索の対象となるものを除いてはメタデータによる検索を基本  

とする－、それ以外には賓料の種類毎に作られたブラウザを介してアクセスすることができる。  

また，検索の際には要素データベース，コレクションを指定して検索することができる。  
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3．3．3 その他の機能  

上記の他，下記のような機能を持っている。  

・アクセス管理：資料へのアクセス管理は資料毎にアクセス場所，利用者によるアクセス権  

限の両面からアクセス制限を行っている。  

・アクセス統計：要素データベース，コレクション，メタデータデータベース等を対象とし  

てアクセス統計をとる。。  

・利用者管理： システム管理者，登録利用者，－－・般利用者等の登録など  

4．おわりに一将来に向けて   

本稿で述べたディジタル図審館システムではまだ半年足らずの経験しかないので，サービス  

の経験に基づく考察を述べることは雉しい。そこで，仕様の策定など本システムの構築過程で  

得た経験に基づいていくつかの点を考察したい。  

（1）メタデータは進化しなければならない。   

現在Dublin Coreのバージョン1．0が決まっているとは言え，これからも新しくなっていく  

ことは目に見えている。また，WWW上の文審がHTMLからⅩMLへと変わっていくことや  

RDFの開発が進むことなども考えられる。こうした環境の変化に加えて本システムの上での経  

験に基づく修正などにも対応して行かねばならないぐ，  

（2）他の組織との協調の必要性一国内，国外   

我々は日本国内の図番館並びに図番館情報学関連の憫報嚢瀾のメタデータを中心として提供  

するサブジェクトゲ…トウェイを目指している。国†勺外での他のサブジェクトゲーートウェイと  

協調することが重要であると考えている。また，1次嚢料の作成・提供に関しても一他機関との  

協調が重要であることは言うまでもない。  

（3）メタデータの評価とメタデータ作成基準   

現在，残々はWWW上の情報資源を小さな単位でメタデータ作りをしている。今後，作成し  

たメタデータの評価をした上で，メタデータ作成基準の整備を進めなければならないと考えて  

いる。   

上のような点の他，1次資料の作成に関する学内外での利用の促進，学内での研究開発成果  

の取り入れ，登録した1次資料の長期保存の方針など，今後の検討を進めるべき問題も多くあ  

る。  
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＜METATBL＞   

＜TITLELANGja＞明治薬科大学図書館ホームページ   

＜TRANSCRIPTION＞メイジャッカダイガクトショカンホーム  
ページ＜／TRANSCRIPTION＞＜／TITLE＞   

＜CREATORLANG〒ja＞明治薬科大学図書館＜／CREATOR＞   

＜SUBJECTLANG⇒a＞明治薬科大学図書館＜／SUBJECT＞   

＜SUBJECTLANG⇒a＞大学図書館＜／SUBJECT＞   

＜SUBJECTLANG≒ia＞利用案内dSUBJECT＞   

＜DESCRIPTIONLANG⇒a＞明治薬科大学図書館のトップ  

ページ。開館時間、貸出・返却、．‥＜／DESCRIPTION＞  
＜DATE＞1999－0ト29＜n）ArE＞  

＜TYPE＞teXt＜ノTYPE＞   

＜IDENTIFIERSCHEME＝URL＞http：／／www．my－Pharm・aC．jp／  

．‥＜／IDENTIFIER＞   

＜LANGUAGE⇒a＜几ANGUAGE＞   
＜FORMÅT＞teXt／html＜／FORMAT＞   

＜COUNTRY可P＜／COUNTRY＞  
＜／METATBL＞   

図1 メタデータ編集ツールと出力テキスト  
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図2 メタデータ検索インタフェース  

図3 メタデータ検索の例  

主題及びキーワード ＝  “高等専門学校” and  

“開館”  
内容記述 ＝   and内容記述 ＝ “検索，，  
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AB袈：B4潔DEE＆CON望＝1＆CA3＝臆3・コLITLけ」E＆にEY3＝％B8恥1焉8A％F了 撫  

ぎギ即事－～n篭、、き篭苫 ぎ導き・蔓”スニ≠‡屋 董卓禄弓、モモ 、～騨㌻苫  

摘摘濾瀾蘭澱＝  

葦：冒．丼抽駄蔓 E：苑排鰍測  

全§件：l件白から5件日まで孝義荒してい王す  

タイトル孝クリックすると詳細情報を表示します。  

1釧路工業高等専門竿校回書紺   
（n（）tit！e）  

亡ビ∫亡   

2 詫闇電波工業高等専門学校図書搾   
童琵闇電波高野固藩詑へようこ・誉  
rビ∬亡   

3 宇部工業高等専門学校良書館   
U捏GT Li鮎rar・y  
7タタβ－〃＋柑  

亡♂∫亡  

園4 メタデータ検索結果（l哀†3の結果）  
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